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出所)ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

【 実質GDP成長率(前年同期比)の推移 】 【 失業率と消費者物価指数(前年同期比)の推移 】

オーストラリア経済見通し

 2024年7月に実施された減税策が家計所得にプラスの影響を与えているほか、 2025年2月に実施された利下げにより
消費者心理や景況感は回復すると予想されます。
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オーストラリア長期金利・株式見通し

【政策金利と10年国債利回りの推移 】 【 S&P/ASX200指数の推移 】

出所)ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

 2月の豪州債券市場の利回りは低下（価格は上昇）しました。RBAは2025年2月の定例理事会において、政策金利を
0.25%引き下げました。豪長期金利はRBAの金融政策の方向性に左右される展開が続くと予想されます。

 RBAの利下げにより消費者心理や景況感は回復し、株価は堅調に推移すると考えられます。
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為替見通し(豪ドル) 

 2月末の豪ドル/円は93.52円、前月末比で2.99%豪ドル安・円高となりました。

 RBAおよび日銀の今後の金融政策のスタンスには注意が必要ですが、オーストラリア経済の安定性、相対的に魅力的な
金利水準などを背景に、豪ドルは対円で底堅く推移することが予想されます。

【 米ドル/円と豪ドル/円の推移 】 【 豪ドル/円と対米ドル投機的ポジションの推移 】

出所)ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成


